
子育て世代のお母さん支援機構

ママのゆりかご
Since 2017



「日本における子育ての悩み」において、育児の際に直面する悩みや楽しみ方にフォーカ
スを当てております。

日本は、全世界で第３位に位置づけする先進国である一方で、出産率の低さに加え長寿国
という特徴から近年〝少子高齢化〟が社会問題として提起されています。

現在の日本の出生率、育児環境は世界的にみても先進国と呼ばれるアメリカや中国以上に
深刻な問題とされています。
2021年の国内出生率は1.30。 この数字は6年連続で低下しているという結果に加え、出生
数は過去最少となっています。21年の1.30は前年より0.03ポイント低下し、過去4番目に低
く、1.5未満が「超少子化」水準で、1.3未満はさらに深刻な状態とされています。

また、結婚の減少も拍車をかけたと見られており、21年は50万1116組と戦後最少。コロナ
渦前の19年比で10万組近く減ったという結果が出ています。 当然のことながら婚姻数の

減少は出生数にも直結する問題であり、こうした現象はコロナ下における行動制限の影響
が出会いの減少に結びついているのではないかと言われています。

現在、少子高齢化に歯止めをかけるとした場合、日本に存在する全ての女性1人あたり。平
均で２.３人の出生をしなければ打開することは出来ないというデータが発表されています

が、その中には出産の対象となれない年齢の女性も含まれており、実際にこの状況を打開
するためには、更なる出生数が必要になります。

現代では、結婚そのものを求めず、社会に於いて職に生きがいを感じる女性も増えており
、今後益々の出生率の低下が懸念されているのが実情です。

しかし、これを解決するためには、まだまだ様々な課題や障壁が存在するのも事実です。

多くの若者をはじめ、結婚を考える世代が懸念、改善点として挙げる項目として、結婚後
の職の在り方について、仕事と家庭の両立の難しさ、育児の方法や悩みごとの辛さなどが
あります。

こうした声に耳を傾け、共に解決を目指していく。自身のやりたいことを制限せず、楽し
く家庭を築く方法、そして障壁に直面したときにアドバイスや後押しをしてくれる。こう
した活動が微力ながらも少子化に歯止めをかける一端になると考えています。

はじめに



ママのゆりかごにかける想い



代表者のプロフィールとご挨拶
皆川めぐみ昭和56年生まれ 41歳

大分県臼杵市出身。会社員の父とパートに出ていた母のもとで一人っ子とし
て生まれました。現在は大分市に在住しています。

私は現在、ハタチになる息子と、17歳と8歳それぞれ女の子の3人を育てるシ
ングルマザーとして暮らしています。本来は、今年19歳になる息子が居るの
ですが、残念なことにある事情により命を落としてしまいました…

当時働いていた職場のお客様として出会った方と、20歳の時に結婚。

ですが、夫婦間で歩みを共にしながらも、将来の方向性の相違が生じたため
、平成２０年３月に離婚することとなり、現在に至ります。

21歳で初めて出産を経験し、子宝に恵まれた喜びを感じていました。

しかし、その反面で「子育てのやり方」が分からず自分なりに子供との向き
合い方や家庭の築き方など、試行錯誤の毎日が続きました。
毎日新しい発見がありながらも、上手くいかないことが多く…最終的には
育児ノイローゼの症状を発するなど苦難の日々を過ごしていました。

ですが、第二子 第三子を授かり自身も成長する中で子育てを経験した結果
、「こどもを育てる」ということに於いてあらゆる知識や経験をすることが
出来、「育てる」という思考から「育む」という形へと変わって行きました
。

そんな日々を送っていたある日、「もしかしたら世の中には、以前の私と同
じ様に悩みを抱え、苦しんでいる母親がいるのではないだろうか？」「育児
の難しさや家庭の築き方に不安を感じ、前に進めないでいる女性がいるんじ
ゃないか？」そんな想いが頭をよぎり、平成２９年４月に【NPO支援団体
ママのゆりかご】を設立致しました。

設立か5年が経過し、これまでにおよそ５００組の母子の相談を受け、悩
み解決に取り組んできました。
例えば、初心者ママさんには赤ちゃんの母乳が足りているのか。1度の食事
で与えるミルクの適正量はどのくらいなのか…や、初めての離乳食の作り方

や食べさせ方についてなど子育ての基本となる部分であったり、その他にも
子供が萎縮しない叱り方や、お子さんの意思を汲み取ったしつけ方。初めて
のトイレトレーニングなど育児に関すること全般においてお悩み解決に取り
組んできました。
その他にも夫婦間の問題では、夫からのDV被害や身体的・精神的な虐待

による相談。解決策の提案など家庭のトラブル解決などにも、相談者と真摯
に向き合い、女性が母親であることを一番に考え現在も活動をすすめていま
す。

現在では、地元企業「和高組」が発信するYoutubeチャンネル【WAの対談
大分の仕事対談チャンネル】さんへの出演をはじめ、独自でSNSを活用され

ている方々のチャンネルにゲストで出演させていただいたり、大阪のラジオ
番組に出演させていただいたりと、各種メディアへの出演依頼も増えてきま
した。

今後は、大分県内はもちろんのこと、全国のママさんたちのお悩み解決に
向けて、各県に拠点をおいていくことを目標とし、日々悩めるお母さんたち
に「安心して子育てが出来る環境」を提供できるお手伝いをして行きたいと
考えています。



育児における課題



子どもの虐待増加

現代の日本社会において、育児をする親を
取り巻く環境は、他の諸外国に比べても非常
に多くの問題があると考えています。

仕事と家庭の両立における休暇の取り方や周
囲の理解。 子育てを行う上での所得の低下
や景気の低迷による解雇、離職問題。

その他にも子育て支援の金銭的補助の脆弱さ
や親としての未成熟さから生まれる乳幼児へ
の虐待など、非常に多くの課題があるにも関
わらず、それらを改善するための施作や機関
は一向に増加していません。

ママのゆりかごでは、こうした山積する問
題の中でも、【虐待問題】を非常に重く捉え
考えています。

右記のグラフは『子ども虐待防止 オレン
ジ運動』さんがとった児童相談所における児
童虐待相談の件数を示したものになります。
表を見てもお分かりの様に、僅か30年間で

およそ１８６倍まで増加しています。

この数字は、日本の幼児数１４９３万人（
2021年）で考えると、およそ７０人に1人が虐

待を受けている可能性がることを指していま
す。

平成2年から令和２年までの30年間で１８６.２倍

また、虐待による死亡事例も増加しており
、現在では年間50件を超え、実に1週間に1人

の子どもが命を落としているという統計が発
表されています。

なお、左記のグラフを見てもわかる様に、虐
待により志望している子どもの大半は０歳児
であり、乳児の時期に多く発生しています。
続いて１〜３歳の幼児、4〜6歳の児童。 未
就学児童が５０％以上となっているのです。

これは、実父母による育児へのストレスや
、親としての心構え、精神的未熟さ、そして
育児の知識欠如などが大きな原因であるとい
えます。

その根拠となるグラフが次の貢になります
。



（社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員会 第17次報告より）

上記の表をご覧いただくと、ネグレクト。つまりは死亡した子供の主な加害者は実の母親や父親であることがお解りいただける
と思います。
では『どうしてこういった行いが増えるのか？』ということを考えてみます。

虐待の加害者は親

虐待が増加する理由

ママのゆりかごでは、虐待が増加する理由として前貢でも挙げた右
記の内容が大きく影響をしているものと考えています。

また、そうした原因を取り除く、または解消する機関が存在しないこ
とも大きな要因ではないかと感じております。

実際、昔は母から子へ「子供の育て方」を伝承していくものであっ
た訳ですが、昨今はこうした環境も減少傾向にあり、また若年層での
出産件数なども年々増えてきているのが実情です。 こうした背景の
中「子どもを産んではみたものの、どうやって育てれば良いのかわか
らない」「こんな時どうしたらいいの？」「どこに相談すれば良いの
？」という声が当団体に多く寄せられています。

悩みを相談する相手が居ない。 解決策を提示してくれる機関が無い
。

孤独感や不安、ストレスの蓄積など様々な重圧や要因に心を蝕まれ、
理性という箍が外れてしまった結果、こうした居た堪れない事件が発
生してしまうのではないでしょうか？

育児へのストレス
精神的未熟さ

親としての
心構えの欠如

育児に必要な
知識不足

虐
待

https://www.orangeribbon.jp/about/assets_c/2019/08/57159e468d01326d499dea294ae5a7059f192b75-thumb-900xauto-4947.jpg


児童相談所は…

先ほど、子どもの虐待について児童相談所の相談件数を紹
介しました。

しかし、そもそも現状の児童相談所は虐待の防止・抑止には
役立っていないのです。 その理由として「現状の児童相談
所には虐待の防止・抑止機能がない」からなのです。

もちろん、児童相談所は虐待の疑いがある情報があれば調査
はしますが、その内容はとても簡易的なもので、子どもが通
っている保育園や学校などの所属先に電話をし『変わった様
子はありませんか？』と聞くだけ。 また、子どもの泣く声
や怒鳴り声の通報があれば家庭訪問を行いますが、玄関先で
数分間の立ち話をし、外見的にお子さんの様子を伺うだけと
いう表面的なものです。

そもそも、大半の児相の職員は虐待を防止・抑止する方法を
知らない。虐待している親に、どうすれば虐待を止めさせら
れるのかも知らないまま多くの児相職員が「次に虐待したら
子どもを保護する」と脅すか、「虐待は法律で禁じられてい
る」と伝えることしか出来ていないのが実情です。

虐待をしている親でも、その多くは子どもを保護されたく
ないと思う。しかし虐待を止めなくてはならない、納得でき
る理由は説明されていない。次第に親たちは、虐待が発覚し
ないように考えるようになり、虐待がさらに見えなくなって
しまいます。 虐待にまでは至っていないが、子どもの泣き
声で通報されてしまった親は、子どもの泣き声に敏感になり
、通報されないように、と子どもの口をふさいでしまったり
する。こうした状況は、児童相談所が虐待を防ぐどころか、
虐待を誘発しかねないという真逆の効果へと発展してしまう
のです。

また、一時保護所という制度にも問題がありま
す。

子どもは、例えどんな仕打ちをされていても、や
はり親と居たいと考えるものです。 保護所とい
う施設や親にとってはもちろんのこと、子供にと
っても苦痛を感じる場所なのです。

先にも記載の通り「次に虐待をしたら子どもを
保護する」という言葉は、親にとっても子どもに
とっても『脅迫』でしかないのです。 ましてや
乳幼児にとっては親と共に過ごすことはとても大
切な事であり、将来を左右するほど重要なもので
す。 当然ながら、虐待の実態があれば、その危
険を回避する必要があることは理解していますが
、それはあくまでも【命を守る行動】であって【
解決をする方法】ではないということです。

自身の判断で訴えを起こせる年齢のこどもでも刑
務所の様だと感じる苦痛。 コミュニケーション

のとれない乳幼児にとって、それがどれほど重要な問題であるかを皆さんに知っていただきたいのです。 私をはじめ、ママ
のゆりかごでは、こうした問題を解決し『虐待０ゼロ』を目指し共感して下さったボランティアの方々と共に、活動を進めて
参ります。



マルシェを開催する理由



場所を提供する方と参加される方をマッチング

マルシェを開催する理由の一つとして『マッチング』があ
ります。

これには幾つかの形がありますが、過去に行ってきた一例と
して、参拝客が年々減少している神社さんがありました。

高台に建つ境内からは、眼下に広がる素敵な町並みを見るこ
とが出来るのですが、高台にあるからこそ参拝に訪れる方が
減っているのだと悩んでいらっしゃいました。

そこで、当団体ではこちらの境内を利用してマルシェを開催
させていただくことをご提案させて頂いたのです。
宮司さんは「それで人が集まり、神社に活気が戻るなら…」

とのことでご了承いただき、早速企画の方を進めさせていた
だきました

そして、このマルシェに参加される方々は、大分県内で活
動するアーティストさんや子供神楽など、コロナ渦において
発表の場が減少してしまった方々。 イベントの中止や人々
の出控えにより売上げが大幅に減少してしまった飲食店様や
キッチンカーの皆さんにお声がけをさせていただきました。

これをキッカケに神社には、これまで立ち入ることが無か
った若年層をはじめ、延べ300人以上の人にご来場いただく
ことが出来ました。

神社の宮司さんからは「こんなに多くの人が来てくれたのは
、いつぶりだろうか…」とお声をいただき、参加者さまから

は「久しぶりに笑顔で活動することが出来ました！」と仰っ
ていただくことが出来ました。

私たちがマルシェを開催するのは、単に『お金儲け』のた
めではなく、こうした悩みと悩みをつなぎ合わせることで、
喜びを生み出すことだと考えています。



スタッフの事業応援

現在、ママのゆりかごは主に個人事業主の方々によるボラ
ンティアによって成り立っております。

日本では「ボランティア」という言葉について【生活に余力
のある人】であったり【専業主婦など仕事をしていない人の
活動】という認識がひろがっているのですが、本来は【活動
意義に賛同した人が支援をする】という行為であり、決して
金銭的に裕福であることが直結する訳ではないのです。

現時点で、ママのゆりかごは営利団体ではない上、マルシェ
開催による売上等は全てセミナー会場費用などに使用してい
るためボランティアの方々に対しては御給金等も発生してお
りません。

あくまでも『当団体の活動に賛同』という支援スタッフの温
かい心によって成り立っております。

しかしながら、ボランティアの皆様にも家庭や家族があり
、守るべきものがあります。

そこで、ママのゆりかごでは、こうしたご支援いただける
方々の事業をサポートすることで、活動を継続していただけ
る様、私たちが開催するマルシェでは、出店業者様として、
物品の販売やサービスの提供を行っていただいております。

ボランティアスタッフは、マルシェでの収入を通じて家計の
負担を軽減し、自身の事業を展開することで、活動を継続し
ていくことが出来ております。

【誰かのために…】という思いを持っているスタッフだから
こそ、私は【スタッフのために…】という想いを持って、マ
ルシェを開催する理由の一端と考えております。

クリエイトM（筆跡鑑定士さん）

Bell Flower（アロマトリートメント屋さん）Ken`s Base（チーズケーキ専門店さん）

ちゃびのパン工房（パン屋さん）



ママのゆりがごが想う夢



未成年/若年層の性教育

ママのゆりかごの将来的な目標の１つに『未成年/若年層へ
の正しい性の教育』があります。

近年、若いうちに妊娠をしてしまい、いわゆる【デキ婚】を
余儀なくなれてしまう若者が増えているのが実情です。

右記の表は、厚生労働省が発表する出生数に対して、未婚
の状態で第一子を出生した年齢別による割合を示しています
。

この図からも分かる様に、未婚のまま妊娠をしてしまった割
合を多くが未成年によるものです。

もちろん若くして子供を産むことが決して悪いわけではあ
りません。 しかしながら年齢が低ければ、そのぶん育児に
対する知識が足りていなかったり、家庭を持つには十分な生
活費を得ることが難しいということは否めません。

『命を授かる』ということに対してのキチンとした心構え
はもちろん【自分たちの意図としない妊娠】を避けるために
も性に対する正しい考え方を身についておくべきだと考えて
います。

また、こうした事前知識を身につけておくことで、不用意
な妊娠を避けることはもちろん、その後における生活困窮者

結婚前に妊娠していた母親の割合

厚生労働省ホームページ参照

婚姻者が離婚に至る理由

やシングルマザー、育児放棄など様々な問題を事前に回避できる様になるのではないでしょうか？
正しい知識と性交渉に対する心構えが、延いては幸せな家庭を作るキッカケになると考えています。

左記の表は、2019年の全国の離婚率を現したものです。

よく『夫婦の3組に1組は離婚する』と言われていま

すが、これは毎年の婚姻件数に対して離婚件数がち
ょうど1/3程度になるからです。
実際2019年の割合で言うと、離婚件数の割合が

34.8%となっており、概ね1/3というのが間違いでは
ないということがご理解いただけると思います。

こうした離婚の背景には、上図で示した理由があ
げられますが、男女共に挙げられている【精神的に
虐待をする】はとても深刻な問題です。

もちろん、この内容には容姿に対する文句や、喧嘩
の

途中に不意に出てしまった暴言なども含まれていますが、金銭的な困窮を理由をしたものや、育児に関することな
ども少なくはありません。
そうした理由は、やがては肉体的な虐待へとエスカレートする危険性を多く含んでいるため『離婚or虐待』という
どちらに転んでも子供にとっては良い結果へつながることはありません。
だからこそ、しっかりとした教育を受ける機会を作り、結婚や妊娠、育児への正しい知識を伝えていきたいのです。

今後は、県内外問わず活動の場を広げ、一人でも多くの若者たちへこうした想いも含めて、伝えていける環境を
創造していきます。



救済シェルターの設立

近年では、DVシェルターという名前で知られていますが、い

わゆる駆け込み寺のように、弱者を救済しようとする活動の歴
史はとても古いのです。

現在のシェルターは、大きく分けて行政が運営する公的シェ
ルターと民間団体などが運営する民間シェルターがあります。

公的な施設は売春防止法に基づき各都道府県に設置された婦
人相談所に併設される一時保護所。DV防止法に基づき、民間シ
ェルターや母子生活支援施設に委託される場合もあります。

ですが、公的施設の場合は決して居心地が良いとは言い切れ
ず、過去に公的シェルターを利用したことのある利用者に聞い
てみると、テレビ付きの6畳ひと間で、洗濯スペース、トイレ、
風呂共同という条件の施設でした。

外部への情報漏洩や逃走を防ぐため携帯電話や金銭は没収、外
出は1日に1時間だけ。

数百円の母子加算手当で子どものおむつ、化粧品、洗濯に使う
洗剤を賄わなければならなかったと仰っていました。

一時入居者が抗議をすると
「税金で助けられているのに感謝が足りない」
「言うことを聞けないなら免責誓約書を書いて出ていけ」
などと高圧的な態度を取る職員もいるといいます。

このような実態が生まれる背景には相談員が非正規雇用で待
遇も悪い中でDVや虐待といった深刻な事案を扱うことが理由で
あると言われています。

研修制度の整備の不十分さ、数年単位での異動により経験が
蓄積されないこと、専門的な知識を持たない相談員を配置する
など相談員の質の問題なども、業界の抱える問題だと考えます
。

私は、こうした劣悪な環境が本当に【救済】と呼べるのか？と長年疑問視してきました。
そして、時を重ねても日本の公的制度、施設には変化が無い。それならば…と自身で設立を夢見る様になりました。

私の思い描くシェルターは、単にDVなどの被害者や生活困窮者を匿う施設ではなく、どの様にしたら解決出来るのか、最善の

方法は何なのか？を共に向き合い、考えそして歩んでいくことの出来る真の救済活動が出来るものであるべきだと考えています
。

もちろん、こうした問題に一つ一つ向き合うことは、スタッフにとっても肉体的にも誠意心的にも大きな負担になると思います
。
しかし、誰かが手を差し伸べることで、それが一時的なものではなく解決へと歩みを進めることが出来るなら…逆に誰もしなけ

れば、その当事者はずっと不安と恐怖を心に生きていかなければならなくなってしまう。それならば私が全力で向き合い、解決
へと共に歩んでいきたいと思います。

もちろん、私一人の力ではこうした活動にも限界があります。
だからこそ私の考えや、当団体の活動に共感・賛同してくれるスタッフと一緒に頑張っていきたいのです。

会社とは、経営者がどんなに優れていても決して成長することは出来ない。そこに「志を共にする熱いスタッフ」がいるからこ
そ素晴らしいものが生み出せるのです。 それはNPOと言えど同じこと。
こうした環境を創り、継続することで子育てに悩む親はもちろん、DV被害者、ネグリストの根絶。そして幸せな子育て環境を提
供していきたいと考えています。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A7%86%E3%81%91%E8%BE%BC%E3%81%BF%E5%AF%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A3%B2%E6%98%A5%E9%98%B2%E6%AD%A2%E6%B3%95


全国的な支援への拡大

これまで私の想いや活動の目的などを多く語ってきましたが
、ママのゆりかごは今後、大分県だけでなく全国に活動の場を
広げていきたいと願っています。

2023年3月。愛知県に「ママのゆりかご名古屋支部」を設立し
、現在は大分県を含む２拠点での活動を行っています。

最終的には、４７都道府県全てに拠点を置き、教育、保護、自
立支援と子育てを行う親御さんはもちろん、現在成長している
お子さんや、これからの日本を担う新たな命のために精力的に
活動をしていくことを目的としています。

私自身、現在も含め他県で活動されている同様の支援団体に
コンタクトを試みているのですが、インターネットなどには情
報があるものの、その多くが志半ばで休眠、または消滅してし
まっています。

現地で活動していたボランティアスタッフに話を聞くと、や
はり

・自身の生活を守ることが出来なくなりボランティアを継続す
ることが出来ない。
・収入を確保できないため、二足の草鞋では体力的にキツい
という声も多く聞こえてきました。

ママのゆりかごを継続し、社会のため、人々のために活動し
ていくためには団体そのものがスタッフを守れるものであるこ
とも重要な課題だと思っています。

セミナーや自立支援を行う。
定期的にマルシェを開催し、スタッフの生活の糧を生み出す。

そして、夢や目標のために一丸となって頑張る！こうした理念
を持って、今後も活動の場を広げていけたらと思います。

最後に・・・
当団体は、皆様方のご支援、ご協力もとで成り立っております。 ほんの少しでも私たちの活動に共感、ご賛同いただけましたら
ぜひともお声がけ頂けますと嬉しく思います。
活動の期間など、まだまだ若輩者ではありますが、活動にかける想いや熱意は誰にも負けないものであると自負しています。

今後ともママのゆりかごが、未来永劫続けていけます様、皆さまのご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

皆川 めぐみ

https://youtu.be/7hk5Kcq3e_8

YouTube出演

WAの対談

IZAKAYAHOTAKON https://youtu.be/Xyy0gW17zkc

ラジオ出演

夢のたねラジオ よっしぃキヨマツあなたの未来



ママのゆりかご

育児するママを育母する団体


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16

